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１．概要（Summary） 

ポリ(フェニレンスルフィド) (PPS) の重合において、ジ

フェニルジスルフィドをモノマーとし穏和な条件下で酸化

重合により合成することで構造欠陥なく収率良く生成物を

得られる。さらに酸化重合では、芳香環に置換基を導入

したジスルフィドモノマーからの合成により多様な芳香族

ポリチオエーテルを合成できる 1)。本報では PPS にメトキ

シ基を導入した PPS 誘導体を酸化重合により合成した

(Scheme 1, 2)。メトキシ置換 PPSは非晶性であり汎用溶

媒に可溶であることから湿式成膜が可能である。またPPS

誘導体は多くの芳香環および硫黄含量により分子屈折が

高く、高屈折率を示す 2)。早稲田大学 ナノテクノロジープ

ラットフォームの設備を利用してポリマーの物性を測定し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高性能分光膜厚 測定装置  

【実験方法】 

上記のスキームに従い、酸化重合によりメトキシ基を一

つまたは二つ置換した PPS の誘導体を合成した。得られ

たポリマーを 1,1,2,2-テトラクロロエタンに溶解させ、シリコ

ンウェハ上へスピンコート法により成膜した。得られた薄膜

サンプルの屈折率を高性能分光膜厚 測定装置により測

定し、膜厚から屈折率を算出した。また、側鎖反応を経て

分子鎖間の相互作用を高めた PPS 誘導体についても合

成し、同様に屈折率を算出した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

メトキシ置換 PPS およびジメトキシ置換 PPS の各薄膜

サンプルを分光エリプソメトリー法に供したところ、

汎用光学樹脂よりも高い 1.7 以上の屈折率を示した。

また分子間相互作用を高めることで、より高い屈折率

を示し最大で 1.85の超高屈折率化を達成した。これは

ローレンツ-ローレンツ式による屈折率の計算値から

逸脱した値であった。分子間相互作用により分子体積

が低下し、他の非晶性ポリマーとパッキング定数が異

なったことが理由と考えられる。 
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